





























１．美術史(学) Art History と美術の歴史 History of Art の方法
１．美術史(学) Art History と美術の歴史 History of Art の方法
（１）「美術」という制度と「作品」
美術史 art history というディシプリン
絵画, 彫刻 (＋建築, 工芸) ＝｢美術 art｣





→ 美術の歴史 History of Art として記述
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・Williams College Museum of Art
徒歩圏に Clark Art Institute
（４）米国ウィリアムズ･カレッジの教育研究組織






→「もの」を使った美術史 Art History の実践
→「もの」を使った美術の歴史 History of Artの
ストーリー化
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（４）米国ウィリアムズ･カレッジの教育研究組織










Charles W. Haxthasen (ed.), The Two Art Histories:
The Museum and the University, Williamstown (Mass.):






































































・｢もの｣（図書, 古書籍, 手稿本, 写本等）としての資料の必要性
→ デジタル資料過信への警鐘
（あるいはデジタル化された資料）
３．大学図書館に期待するもの
（３）（机上の）ＭＬＡ連携議論
植村八潮
『電子出版の構図：実体のない書物の行方』
2010年 印刷学会出版部
フェルナンド・バエス
八重樫克彦、八重樫由貴子訳
『書物の破壊の世界史：シュメールの粘土板から
デジタル時代まで』
2019年 紀伊國屋書店
３．大学図書館に期待するもの
（４）筑波大学体芸図書館で ｢もの｣ と図書館の至高性
あるいは主体性を問う
◉専門図書館の強みを活かした情報の蓄積と発信
にもかかわらず
雑誌購入費（各研究組織への運営費等交付金で定期購読）の
削減につぐ削減
→ 作品購入費や展覧会開催経費等のない
地方美術館の実績を下回る購読タイトル数
→ 学術資源／資料の枯渇
→研究力／教育力の低下に直結
３．大学図書館に期待するもの
（４）筑波大学体芸図書館で ｢もの｣ と図書館の至高性
あるいは主体性を問う
◉専門図書館の強みを活かした情報の蓄積と発信
・ラーニングコモンズの環境整備
｢ユーリカ」
芸術専門学群（学士課程）や大学院博士前･後期課程の
学生によるインスタレーション
・知がうまれる環境を象徴する「もの」の展示
｢もの｣ の至高性や主体性に期待する学術資料
としての美術作品の公開
３．大学図書館に期待するもの
（４）筑波大学体芸図書館で ｢もの｣ と図書館の至高性
あるいは主体性を問う
◉専門図書館の強みを活かした情報の蓄積と発信
・ラーニングコモンズの環境整備
｢ユーリカ」
芸術専門学群（学士課程）や大学院博士前･後期課程の
学生によるインスタレーション
・知がうまれる環境を象徴する「もの」の展示
｢もの｣ の至高性や主体性に期待する学術資料
としての美術作品の公開
・ポスター･コレクション（データベース2014年で停止中？）と
蔵書(図録)をリンクさせたテーマ展示
